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1 ６ A の電流が流れるのでコードの温度が上が
り危険である。しかし，パソコン 20W，オー






（20W ＋ 40W ＋ 85W ＋ 20W ＋ 800W ＝ 965W











































































































































のこぎりの刃 →◎ 維 ◎←木繊維細胞と釘
細 接合



































































































































































































































１ 中学校学習指導要領解説 平成 20 年３月
技術・家庭編 文部科学省
２ 技術・家庭 技術分野 平成 23 年２月
開隆堂










Ａ材料と加工に関する技 Ａ 材料と加工に関する技術 （ 開 隆 堂 版 ）
術
○ 技術の知識 ※印（東京書籍版の内容 を含む. )
△ 技術の根拠・科学的根拠
● 技術の理論（応用・発展）○○するには□□すればよい。
２ 材料 ◇ 技術のガイダンス 5
１ さまざまな材料 ○ 身の回りの製品は木材，金属，プラスチックなどから作られている。 5
２ 材料の特徴
(1) 木材の特徴 ※ ○ 木材には針葉樹材と広葉樹材があり，広葉樹材は比重が大きく，強い。
△ 木材は多数の管状の繊維が一方向に並んでできている。





● 木材の欠点を改善するには①合板 ②集成材 ③パー ティクルボー ドなどの木質材料を用いるとよい。
○ 針葉樹材には①杉 ②ヒノキ ③アガチスなどがある。 2
○ 広葉樹材には①カツラ ②シラカシ ③桐などがある 6
※ ○ 金属には弾性と塑性がある。
○ 金属には①展性と②延性がある。
(2) 金属の特徴 ※ △ 金属は塑性変形すると加工硬化をする。
※ △ 金属は合金により性質を変えることができる。
※ △ 鉄鋼材料は炭素含有量によって①軟鉄 ②鋼 ③鋳鉄に大別できる。
△ 鋼は熱処理（①焼き入れ ②焼き戻し ③焼きなまし）により性質を変えることができる。
※ ● 焼き入れは鋼を真っ赤（700～800℃）に加熱して水や油の中で急冷すればよい。
＜硬く，もろくなる＞
※ ● 焼き戻しは焼き入れした鋼を焼き入れ温度より低い温度で再加熱し油や空気中で冷やせ 7
※ ばよい。＜粘り強くなる＞
※ ● 焼きなましは，炉の中でゆっくり冷やせばよい。＜柔らかくなる＞
○ 金属の加工法には①塑性加工 ②切削 ③鋳造 ④溶接がある。
○ 金属材料には①軟鋼 ②硬鋼 ③炭素鋼具鋼 ④鋳鉄 ⑤亜鉛メッキ鋼板 ⑥ステンレス 鋼 ⑦黄銅
(3) プラスチックの特徴 ⑧アルミニウム合金などがある。
（ 略 ） 1
7
３ 製品を丈夫にする工夫を知ろ● 構造を丈夫にするには，①斜め材を入れる ②面全体を板で固定する ③接合部を補強金具で固定すれ
う ばよい。△トラス構造
(1) 構造を丈夫にする方法 ● 部品を強くするには，材質を変えるか断面形状を工夫すればよい。
(2) 部品を強くする方法 △ 断面形状には，鉄骨①Ｉ型 ②Ｈ型 ③Ｌ型がある。
(3) 接合部を固定する方法の例 薄板の④折り曲げ ⑤折り返し ⑥ふち巻き ⑦波形がある。 1 8




( 中 略 ）
６ 加工方法を考える ○ 材料に適した工具や機器の選択をする。 4 12
① けがき ①＜木材＞ ②＜金属＞ ③＜プラスチック＞ ④＜共通＞
② 切断 ● けがきには①さしがね ②鋼尺 ③直定規を用い，①は鉛筆 ②はけがき針 ③は鉛筆や油性ペンを用
③ 削る いるとよい。
④ 穴あけ ● 切断には①両刃のこぎり ②金切りばさみ・弓のこ ③プラスチックカッター を用いるとよい。
⑤ ねじ切り ④糸のこ盤もある。










⑧ 仕上げ ● 仕上げには，研磨した後①はけ・スプレー ②はけ・スプレー を用いるとよい。
８ 製図
(1) 構想図（キャビネット図， ● 構想図はキャビネット図や等角図で描くとよい。
等角図），● 製作図は第三角法（正投影図）で描くとよい。
(2) 製作図（第三角法による ● キャビネット図は，正面を実物と同じにかき，奥行きの辺を４５°傾け，実寸の1/2で表せばよい。
正投影図） ● 等角図は，底辺の２辺を３０°傾け，各辺は実寸で描けばよい。
● 第三角法は，正面図，平面図，側面図を正投影図で描けばよい。
○ 線の種類には，①実線 ②破線③一点鎖線 ④２点鎖線がある。
○ 用途別では，①外形線 ②寸法線・寸法補助線 ③かくれ線 ④中心線 ⑤想像線がある。
○ 寸法補助記号には，① φ ②Ｒ ③ｔ ④□ ⑤Ｃがある。
(3) 製図のきまりと線のかき方 ○ 製作図に寸法や説明文，部品図を描いて仕上げる。
(4) 製作図をかき表す 2 14
４ 実習例 １ 小物入れつきいす型飾り台 ２ 写真立てつきメモホルダ ３ ディスプレイつきマルチラック
４ ルー ムスタンド ５ プランター ケー ス ６ ＣＤ立て
製作
１ 木材による製作 ● 作業に入る前に部品表・材料取り図と工程表を作るとよい。
○ けがき工具にはさしがね，けびき，直角定規（スコヤ）がある。
１ 部品表と行程表 ● 材料取りは基準面を決め，切りしろとけずりしろを考えてけがくとよい。




















(3) 切断と材料の固定 ● 切断するときは材料をクランプでしっかりと固定するとよい。
● 切り終わりは，割れやすいので支えてもらうとよい。
(4) 切り終わり ● 糸のこ盤ののこ刃は，下を固定し，次に上を固定すればよい。






４ 切削 △ かんなの刃を抜くのは慣性の法則である。






(2) 木工やすり ○ ドリルには，木材，金属，プラスチック用があり，刃先形状が異なる。
(3) 紙やすりの粒度 ● 穴あけをする場合，材料をボー ル盤万力にしっかり固定し，卓上ボー ル盤に適切なドリルを取り付けて
(4) ベルトサンダによるけずり 行うとよい。
● 保護めがねを使用するが，手袋はしてはいけない（手袋は巻き込まれる心配がある），
５ 穴あけ・溝ほり 切りくずはボー ル盤を止めてからブラシで取り除けばよい。吹いてはいけない。
ドリルの種類と形状， ● 平面度と直角度はさしがねや直角定規で調べるとよい。































しよう ● ノギスの測定では ①バー ニヤの０位と本尺の目盛りを読む。
(1) 部品表 ②本尺とバー ニヤの目盛りが一致する点のバー ニヤの目盛りを読む。
(2) 製作行程表 ③（①＋②）を測定値として読めばよい。
(3) 材料の固定
(4) 検査と修正 ● 部品の検査は，①さしがね，②綱尺，③直角定規を用いるとよい。
ノギス，さしがね，綱尺，直角定
規，
(5) 木材のけがき ● 木材のけがきは，①さしがねを用いて ②基準面を決め ③繊維方向を考えて ④大きい部品から
(6) 金属のけがき ⑤木目のきれいな面を正面に⑥節や割れを避けて行えばよい。








(9) 金属の切断 ● 弓のこは，刃の向きを先に向けてしっかり固定し，押して切断するとよい。
金切りばさみ，弓のこ ● 丸棒は，少しずつ回しながら弓のこで切断していくと能率がよい。
(10) プラスチックの切断 ● プラスチックカッタで引きみぞを板厚の半分ほどまでつけて後折るとよい。
プラスチックカッタ，弓のこ ● 棒材は，弓のこを使うとよい。
(12) やすりがけ ○ やすりがけには，直進法，斜進法がある。
○ やすりには，荒目，中目，細目，油目があり，油目が一番目が細かい。
○ ベルトサンダー でやすりがけができる。 2 25
(13) 穴あけ ○ ドリルには，木材，金属，プラスチック用があり，形状が異なる。




(14) 折り曲げ ● 薄板金を正確に折り曲げるには，折り台と打ち木を使い，①奥，②手前，③真ん中の順に打てばよい。
＜折り線がずれないようにするため＞
○ 折り曲げ機やかげたがねを用いることもある。




(15) 金属の旋削 ● 金属の旋削は，旋盤を用いるとよい。
(16) ねじ切り ● 雌ねじを切るには，先タップ，中タップ，上げタップの順番に使うとよい。
タップ，ダイス ● 雄ねじを切るには，ダイス回しに刻印が見えるようにダイスを取り付けて行えばよい。










(21) はんだづけ ● はんだづけは，接合部表面のさびや油分を除き，フラックスを薄く塗り，はんだごてで接合部を温めて
からはんだを流し込むようにするとよい。









● 塗料の特徴を知って材料にあったものを使うとよい。 1 28
３ 完成した製作品を評価しよう ○ 完成した作品を評価し，次のものづくりへの課題を考えるようにする。
(1) 製作品の評価





３Ｒ リデュー ス，リユー ス，○ 持続可能な社会のための技術は，３Ｒ（リデュー ス，リユー ス，リサイクル）の視点が必要である。
リサイクル ○ 木材の利用と３Ｒを調べてまとめる。
(2) これからのものづくり
(3) 持続可能な社会と生活 ○ 製品の購入について検討してみる。
製品の購入について検討 1 29
○ 学習のまとめ ○ 学習のまとめをし，材料と加工に関する技術を振り返る。
○ 日本の伝統的なものづくりの○ 日本の伝統的なものづくりの技術を知り興味をもつ。 1 30
技術
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